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は
「
山
田
脩
二
・
淡
路
か
わ
ら
房
」

を
設
立
、
屋
根
瓦
を
地
面
に
敷
き

詰
め
る
な
ど
、
淡
路
伝
統
の
「
い

ぶ
し
瓦
」
を
素
材
に
し
た
独
自
の

ア
ー
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆
北
川
富
嗣
さ
ん
（
賀
集
）
に

　

商
工
功
労

　

昭
和
六
十
二
年
南
淡
町
商
工
会

理
事
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
同
会

長
に
就
任
し
、
組
織
強
化
と
新
規

会
員
確
保
に
尽
力
。「
南
淡
ま
つ

り
」
や
「
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全

国
大
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま

し
た
。
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
誕
生

に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◆
坂
本
哲
也
さ
ん
（
福
良
）
に

　

ま
ち
づ
く
り
功
労

　

昭
和
五
十
年
に
設
計
会
社
を
設

立
、
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震

災
に
は
個
人
住
宅
の
危
険
度
判

定
や
住
宅
の
改
修
補
強
相
談
に
率

先
し
て
協
力
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

五
十
九
年
か
ら
は
県
建
築
設
計
事

務
所
協
会
淡
路
支
部
理
事
に
就

任
、
会
員
の
建
築
知
識
の
向
上
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
中
田
勝
久
市
長
（
榎
列
）
に

　

自
治
功
労

　

平
成
六
年
三
原
町
長
に
当
選
、

以
後
三
期
に
わ
た
り
三
原
町
政
を

推
進
。
そ
の
間
、
農
業
公
園
を
計

画
、
開
園
に
力
を
注
ぎ
、
ほ
場
整

備
で
は
十
地
区
四
〇
七
㌶
を
事
業

着
手
に
導
き
ま
し
た
。
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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県
政
の
推
進
や
公
共
の
福
祉
に

功
労
の
あ
っ
た
方
、
広
く
県
民
の

模
範
と
な
っ
た
方
々
に
「
兵
庫
県

功
労
者
表
彰
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
奥
井
光
子
さ
ん
（
賀
集
）、

　

登
里
倭し

ず
え江
さ
ん
（
津
井
）
に

　

女
性
・
消
費
生
活
功
労

　

奥
井
さ
ん
は
、
平
成
三
年
か

ら
三
原
郡
連
合
婦
人
会
役
員
に

就
任
、
同
七
年
に
は
副
会
長
、
同

十
三
年
か
ら
は
会
長
、
同
年
県
連

合
婦
人
会
理
事
に
就
き
活
躍
中
。

婦
人
会
活
動
を
通
じ
て
女
性
の
地

位
向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
里
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
三
年

に
西
淡
町
い
ず
み
会
副
会
長
に
就

任
、
平
成
二
年
に
は
会
長
、
同
六

年
に
は
県
い
ず
み
会
理
事
、
同
八

年
か
ら
は
同
副
会
長
に
就
き
活
躍

中
。
食
生
活
改
善
運
動
の
推
進
と

女
性
の
地
位
向
上
に
尽
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
山
田
脩
二
さ
ん
（
津
井
）
に

　

文
化
功
労

　

昭
和
三
十
七
年
か
ら
二
十
年
間

フ
リ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活

躍
。
同
五
十
七
年
、
写
真
家
に
終

止
符
を
宣
言
し
て
津
井
で
粘
土
瓦

の
製
造
を
開
始
、
同
五
十
九
年
に

お
め
で
と
う

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

南
あ
わ
じ
市
花
づ
く
り
協
会
が
誕
生

　

四
月
二
十
二
日
、
南
あ
わ
じ
市

花
づ
く
り
協
会（
安
田
安や

す
よ
し義

会
長
、

加
盟
百
団
体
）
の
設
立
総
会
が
三

原
公
民
館
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約

二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
花
で
飾
ら
れ
た

会
場
で
、
規
約
や
役
員
の
選
任
、

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

安
田
会
長
は
「
花
を
見
れ
ば

心
が
美
し
く
な
る
。
住
み
よ
い
南

あ
わ
じ
市
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た

め
、
一
本
で
も
多
く
の
花
を
植
え

ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で

は
、
小
野
市
ガ
ー
デ
ン
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
田
中
佳
代
子
さ
ん
が
、
手
入

れ
の
し
や
す
い
花
壇
の
作
り
方
な

ど
、
具
体
的
な
事
例
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　家庭の庭や地域の人が管理している花壇などを一斉に

公開し、花を通じて交流を深めてもらおうと、「第５回

あわじオープンガーデン」（嶋一史代表）が５月６・７・

13 ･ 14 日に島内 61か所で開催されました。

　会場では来場者がガーデナーに花の名前などを尋ねなが

らゆっくりと鑑賞。ガーデナーは「来てくれた人からいろ

いろと教わることも多い」と話していました。

みどり子どもまつり遊びから交流を深めよう
　日ごろ、地域のおじさん・おばさんとふれあう機会の少ない子ども

たちに、遊びを通じて交流してもらおうと「みどり子どもまつり」（緑

民生委員・児童委員協議会主催、平池啓子会長）が５月 13日、緑市

民センターで開催され、小学３年生までの児童 150 人が参加しまし

た。紙芝居や工作、ヨーヨー釣り、綿菓子コーナーなどに子どもたち

は目を輝かせていました。平池会長は「多くのボランティアの人たち

が賛同してくれた。来年も続けたい」と話していました。
▲エプロンシアターに夢中の子どもたち ▲ガーデナーの庭を観賞する来場者

あわじオープンガー
デン花を通じて交流が広がる

▲道路沿いの花壇の手入れをする花作りグループ（北阿万）
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手
作
り
講
座
「
現
地
め
ぐ
り
」

市
内
の
魅
力
を
再
発
見

　

地
元
の
身
近
な
史
跡
を
回
り
、

歴
史
や
文
化
財
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
南
淡
図
書
館
主
催
の
「
手

作
り
講
座　

現
地
め
ぐ
り
」
が
四

月
三
十
日
に
行
わ
れ
、
三
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

元
教
師
で
陶
芸
家
の
徳
田
壽
春

さ
ん
（
福
良
）
を
講
師
に
、
成
相

寺
や
国
分
寺
、
護
国
寺
、
海
軍
予

科
訓
練
生
慰
霊
碑
を
バ
ス
で
回
り

ま
し
た
。

　

成
相
寺
で
は
国
指
定
重
要
文
化

の
た
め
に
つ
く
し
た
人
を
称
え
る

「
春
の
叙
勲
」。
開
業
助
産
師
の
野

村
つ
る
ゑ
さ
ん
（
福
良
）
が
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

野
村
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
に

地
元
で
助
産
所
を
開
設
し
、
南
淡

町
立
母
子
セ
ン
タ
ー
開
設
後
は

　

長
年
に
わ
た
り
国
家
・
公
共

　

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド

イ
ツ
大
会
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー

に
、
加
地
亮
選
手
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
加
地
選
手
は
、
南
あ
わ
じ
市

湊
出
身
で
ガ
ン
バ
大
阪
所
属
。

　

市
で
は
、
五
月
十
五
日
午
後
二

時
の
代
表
発
表
に
あ
わ
せ
て
、
記

ま
ち
を
挙
げ
て
エ
ー
ル
を
送
る

加
地
亮
選
手
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
に

野
村
つ
る
ゑ
さ
ん
に
春
の
叙
勲

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

財
の
木
造
薬
師
如
来
立
像
な
ど
を

拝
観
（
十
八
頁
に
関
連
記
事
）。

徳
田
さ
ん
か
ら
仏
教
の
成
り
立
ち

や
仏
像
の
美
術
的
な
魅
力
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
普
段
な
か
な
か
お

目
に
か
か
れ
な
い
国
宝
を
拝
観
で

き
よ
か
っ
た
。
解
説
も
あ
り
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

南
淡
図
書
館
で
は
今
後
も
、
郷

土
の
歴
史
や
自
然
な
ど
の
講
座
を

計
画
し
て
い
き
ま
す
。

念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。
加
地
選

手
の
母
・
久
子
さ
ん
、
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
・
小
松
實
会
長
、
西
淡
・

湊
少
年
サ
ッ
カ
ー
・
早
川
益
弘
監

督
ら
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
。

テ
レ
ビ
放
送
で
代
表
入
り
が
決
ま

る
と
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

久
子
さ
ん
は
「
勝
利
に
結
び
つ

く
よ
う
な
プ
レ
ー
を
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
。
中
田
市
長
は
「
青

少
年
の
目
標
と
な
る
人
物
が
で
き

た
。
市
に
と
っ
て
は
最
高
の
誉
れ

で
す
」
と
喜
び
ま
し
た
。

▲野村さん▲大橋さん
▲加地亮選手▲説明を受けながら史跡を巡る参加者（成相寺）

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
各
庁
舎
に
横

断
幕
を
設
置
、
西
淡
庁
舎
総
合
窓

口
職
員
が
代
表
カ
ラ
ー
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
用
し
て
、
応
援
し
て
い
ま

す
。
市
体
育
協
会
で
も
、
応
援
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
と
、
寄

せ
書
き
用
の
国
旗
を
西
淡
庁
舎
の

教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
、
開
催

前
に
久
子
さ
ん
に
手
渡
し
ま
す
。

　

試
合
が
行
わ
れ
る
六
月
十
二
、 

十
八
、二
十
三
日
（
日
本
時
間
）

に
は
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
で
ス

ク
リ
ー
ン
観
戦
会
が
西
淡
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
（
十
七
頁
に
関

連
記
事
）。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
応
援
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

大
橋　
實
さ
ん
に
春
の
褒
章

貢
献
し
た
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る

褒
章
。
長
年
自
動
車
整
備
を
通

じ
て
産
業
経
済
の
発
展
に
貢
献
の

あ
っ
た
大
橋
實
さ
ん
（
市
）
が
黄

綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

大
橋
さ
ん
は
、
五
十
年
以
上
に

わ
た
り
整
備
ひ
と
筋
に
歩
ま
れ
、

県
自
動
車
整
備
振
興
協
会
淡
路
支

部
長
を
十
年
間
務
め
、
技
能
向
上

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
「『
人
は
人
に
生
か
さ
れ
、
人
の

た
め
に
生
き
る
』を
座
右
の
銘
に
、

仕
事
に
励
み
、
地
元
と
の
結
び
つ

き
を
深
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
の
出
産
に
立
ち
合

い
、
こ
れ
ま
で
に
五
千
人
以
上
の

赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

現
在
も
、
乳
児
の
訪
問
検
診
や
も

く
浴
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
多
く
の
人
の
信
頼
を
い
た
だ
い

て
の
受
章
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
喜
び
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

優
れ
た
業
績
を
重
ね
、
社
会
に


